
各市場とも止市・初市当日は、新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、入場時の検温及びアルコール消毒を行いま
す。また、必ずマスクを着用してご来場ください。

各市場とも止市・初市当日は、新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、入場時の検温及びアルコール消毒を行いま
す。また、必ずマスクを着用してご来場ください。
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【津軽りんご市場】

1月5日（木）
午前8時～
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午前10時～

精算所営業時間案内精算所営業時間案内

弘果精算所

津軽市場精算所

【期間】 ～ 12 月 29 日 （木）
【時間】 6 ： 30 ～ 17 ： 00
12 月 20 日・12 月 29 日は

15：00 まで
12 月 20 日・12 月 29 日は

15：00 まで

【期間】 1 月 5 日 （木） ～
【時間】 7 ： 00 ～ 16 ： 00

【期間】 ～ 12 月 29 日 （木）
【時間】 8 ： 00 ～ 17 ： 00
12 月 29 日は 12：00 まで12 月 29 日は 12：00 まで12 月 29 日は 12：00 まで

【期間】 1 月 5 日 （木） ～
【時間】 8 ： 00 ～ 16 ： 00
両市場とも土曜日・市場休市日は休みです両市場とも土曜日・市場休市日は休みです
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り
ん
ご

り
ん
ご

や
さ
い

や
さ
い

国
産
果
実

国
産
果
実

弘
果
こ
の
一
年

弘
果
こ
の
一
年

輸
入
果
実

輸
入
果
実

　

県
産
果
実
の
動
向
と
し
て
、

「
ア
ム
さ
ん
」
メ
ロ
ン
は
、
肥

大
期
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
概
ね
大
玉
傾
向
で
推

移
し
ま
し
た
が
、
高
温
障
害
に

よ
り
ヤ
ケ
果
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
販
売
面
で
は
、
ギ
フ
ト

需
要
の
高
ま
り
か
ら
引
き
合
い

が
強
く
、
順
調
な
取
引
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
８
月
の
豪
雨

災
害
に
よ
り
、
収
穫
を
目
前
に

し
た
「
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

メ
ロ
ン
が
園
地
冠
水
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、「
つ
が
り
あ
ん
ピ
ー
チ
」

や「
シ
ュ
ガ
ー
プ
ル
ー
ン
」は
、

実
割
れ
や
軟
化
品
が
多
く
な
り

入
荷
減
と
な
り
ま
し
た
。「
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
」
を
は
じ
め
と
す

る
ぶ
ど
う
類
は
、
正
品
率
の
低

下
や
病
気
の
発
生
等
に
よ
り
入

荷
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
外
果
実
で
は
、
各
品
目
と

も
概
ね
平
年
並
の
作
柄
と
な
り

ま
し
た
が
、
資
材
や
輸
送
費
の

コ
ス
ト
高
に
よ
る
単
価
高
や
各

種
値
上
げ
に
よ
り
、
末
端
で
の

荷
動
き
が
悪
く
、
販
売
苦
戦
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

輸
入
果
実
の
動
向
は
、
気
候

的
、
政
治
経
済
的
な
要
因
に
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
令
和
４

年
の
輸
入
果
実
の
入
荷
量
や
相

場
形
成
、
販
売
面
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
要
因
と
し
て
、

①
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
産

地
間
流
通
の
停
滞
、
各
産
地
や

港
湾
の
労
働
者
不
足
、
輸
出
用

コ
ン
テ
ナ
が
各
国
で
滞
留
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
不

足
等
が
発
生
し
た
こ
と
。
②
世

界
的
な
気
候
変
動
が
生
育
に
大

き
く
影
響
し
、
品
質
が
不
安
定

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響

に
よ
る
、
原
油
や
原
材
料
価
格

の
高
騰
に
よ
る
輸
送
費
等
の
値

上
げ
。
④
円
安
に
よ
り
高
い
仕

入
れ
と
な
り
、
国
内
で
の
売
れ

行
き
が
、
過
去
に
類
を
見
な
い

程
に
厳
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
要
因
か
ら
、
産
地

で
の
生
産
コ
ス
ト
や
、
日
本
へ

の
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
、
円
安

に
よ
る
影
響
で
、
値
上
が
り
傾

向
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
か
ら
約
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
か
ら
約
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
の

社
会
経
済
活
動
と
感
染
対
策
の
両
立
が
生
活
に
変
化
を
も
た
ら
し
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向

社
会
経
済
活
動
と
感
染
対
策
の
両
立
が
生
活
に
変
化
を
も
た
ら
し
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向

け
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
激
な
円
安

け
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
激
な
円
安

の
影
響
に
よ
り
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰
し
、
物
価
上
昇
に
つ
な
が
る
等
、

の
影
響
に
よ
り
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰
し
、
物
価
上
昇
に
つ
な
が
る
等
、

国
際
・
経
済
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

国
際
・
経
済
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
に
お
い
て
は
、
８
月
の
全
国
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
各
地
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

農
業
面
に
お
い
て
は
、
８
月
の
全
国
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
各
地
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

青
森
県
も
そ
の
影
響
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
直
接
的
な
農
作
物
へ
の
被
害
は
勿
論
、
生
育
に

青
森
県
も
そ
の
影
響
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
直
接
的
な
農
作
物
へ
の
被
害
は
勿
論
、
生
育
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
消
費
動
向
、
価
格
等
が
大
き
く
変
動
し
ま
し
た
。

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
消
費
動
向
、
価
格
等
が
大
き
く
変
動
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
社
取
扱
い
の
り
ん
ご
、
や
さ
い
、
国
産
果
実
、
輸
入
果
実
そ
れ
ぞ
れ
の
令
和
４

　

そ
こ
で
、
当
社
取
扱
い
の
り
ん
ご
、
や
さ
い
、
国
産
果
実
、
輸
入
果
実
そ
れ
ぞ
れ
の
令
和
４

年
を
振
り
返
り
ま
す
。

年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
産
り
ん
ご
は
、
各

品
種
共
に
前
年
を
上
回
る
着
果

量
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

８
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
園
地
が
広
域
で

見
ら
れ
、
直
接
被
害
の
無
い
園

地
に
お
い
て
も
、
そ
の
後
の
生

育
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　

８
月
３
日
の
開
市
か
ら
11

月
29
日
ま
で
の
累
計
は
、
弘
果

が
数
量
３
７
７
万
箱
（
前
年
比

１
０
５
．
８
％
）、
平
均
単
価

４
４
８
４
円
（
同
89
．
７
％
）、

津
軽
り
ん
ご
市
場
が
数

量
１
８
１
万
２
千
箱
（
同

１
０
４
．
１
％
）、
平
均
単
価

４
４
２
０
円
（
同
89
．
９
％
）

と
、
高
水
準
で
あ
っ
た
昨
年

と
比
較
し
て
、
数
量
増
の
単

価
安
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
生
種
に
つ
い
て
、「
つ

が
る
」
は
、
平
年
と
比
べ
て

玉
伸
び
、
着
色
が
良
く
、
順

調
な
生
育
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
面
で
は
、
他
県
産
の
品

質
低
下
か
ら
引
き
合
い
が
強

く
、
概
ね
順
調
な
取
引
と
な

り
ま
し
た
。

　

中
生
種
に
つ
い
て
、「
ト

キ
」
は
、
適
期
収
穫
を
徹
底

し
た
結
果
、
食
味
良
く
仕

上
が
っ
た
こ
と
か
ら
海
外

か
ら
の
引
き
合
い
が
強

く
、
大
玉
を
中
心
に
堅
調

な
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

「
早
生
ふ
じ
系
」
は
、
順

調
な
生
育
で
、
肥
大
も
良

く
推
移
し
ま
し
た
が
、
９

月
は
夜
温
が
高
く
、
台
風

の
接
近
も
あ
り
、
着
色
管

理
が
遅
れ
た
こ
と
で
収
穫

も
遅
れ
ま
し
た
。
販
売
面

で
は
、
ヤ
ケ
果
、
ツ
ル
割

れ
が
多
い
も
の
の
、
小
玉

を
中
心
に
引
き
合
い
が
強

く
、
堅
調
な
販
売
と
な
り

ま
し
た
。「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー

ル
ド
」
は
、
長
期
貯
蔵
用

の
仕
入
れ
か
ら
堅
調
な
取
引

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

９
月
の
高
温
の
影
響
か
ら
、

袋
の
中
で
の
ヤ
ケ
果
、ま
た
、

除
袋
作
業
後
の
ヤ
ケ
果
が
多

か
っ
た
こ
と
や
、
夜
温
が
高

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
着
色
が

進
ま
ず
加
工
へ
回
っ
た
物
が

多
く
な
り
、
出
荷
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

晩
生
種
に
つ
い
て
、「
王

林
」「
有
袋
ふ
じ
」
は
、
各

品
種
と
も
に
肥
大
も
良
好

で
、
大
玉
傾
向
の
出
荷
と
な

り
ま
し
た
。
販
売
面
で
は
長

期
貯
蔵
用
の
仕
入
れ
か
ら
堅

調
な
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

「
サ
ン
ふ
じ
」
は
、
上
実
の

入
荷
は
昨
年
を
上
回
っ
た
も

の
の
、
ツ
ル
割
れ
等
の
下
位

等
級
品
も
多
く
、
ま
た
他
県

産
り
ん
ご
の
数
量
増
か
ら
、

上
実
か
ら
下
位
等
級
品
ま

で
、
平
均
単
価
で
は
高
水
準

で
推
移
し
た
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
。

　

弘
果
り
ん
ご
部
及
び
津
軽

り
ん
ご
市
場
で
は
、
生
産
者

の
利
便
性
、
労
働
力
軽
減
を

図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
弘

果
り
ん
ご
部
で
９
か
所
（
岩

木
、
目
屋
、
小
沢
、
大
鰐
、

平
賀
、
浪
岡
、
鬼
沢
、
十
面

沢
、
秋
田
県
北
）、
津
軽
り

ん
ご
市
場
で
３
か
所
（
五
所

川
原
、
鶴
田
廻
堰
、
鯵
ヶ
沢

建
石
）
の
集
荷
場
を
開
設
し

ま
し
た
。
ま
た
、
選
果
処
理

能
力
及
び
品
質
向
上
を
目
的

に
、
選
果
機
稼
働
に
よ
る
選

果
委
託
品
販
売
の
強
化
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

野
菜
の
動
向
と
し
て
、
天

候
や
コ
ロ
ナ
禍
が
、
生
産
、

消
費
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

年
明
け
か
ら
春
先
に
か
け

て
、
関
東
地
方
で
低
温
と
干

ば
つ
の
影
響
か
ら
、
殆
ど
の

品
目
で
生
育
の
鈍
化
か
ら
出

荷
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
相
場
高
で
推
移
し
ま
し

た
。
青
森
県
産
主
力
の
長
芋

と
ニ
ン
ニ
ク
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
か
ら
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
業

務
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
国
内
の
出
回
り
量
が
多

く
、単
価
安
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
葱
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
産
の
不
作
、
九
州
産

の
出
荷
量
減
少
、
中
国
産
の

日
本
入
荷
が
無
い
影
響
で
、

全
国
的
な
品
薄
か
ら
価
格
が

高
騰
し
、
過
去
に
な
い
程
の

高
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
以
降
は
、
東
北
や
北

海
道
で
、
春
か
ら
の
低
温
と

干
ば
つ
の
影
響
で
生
育
が
遅

れ
、
出
回
り
量
が
減
少
し
た

こ
と
か
ら
単
価
高
で
推
移
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
梅
雨
明

け
後
の
関
東
以
西
で
は
真
夏

日
が
続
き
、
末
端
で
の
荷
動

き
が
悪
く
、
安
価
な
品
物
が

出
回
り
ま
し
た
。

　

８
月
の
青
森
県
内
は
、
降

雨
と
曇
天
の
日
が
多
く
、
３

日
、
９
日
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
殆
ど
の
品
目
が
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
特
に
「
栗
こ

南
瓜
」「
嶽
キ
ミ
」「
車
力
牛

蒡
」
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
10
月
中
旬
に
か

け
て
青
森
県
内
で
は
、
７
月

か
ら
の
降
雨
と
曇
天
の
影
響

か
ら
、
大
型
野
菜
を
中
心
に

殆
ど
の
品
目
で
出
荷
量
が
減

少
し
、
単
価
高
が
続
き
ま
し

た
が
、
消
費
者
の
節
約
志
向

か
ら
末
端
で
の
動
き
が
鈍
化

し
ま
し
た
。
10
月
中
旬
以
降

は
、
青
森
県
産
の
キ
ャ
ベ
ツ

や
大
根
が
生
育
良
く
潤
沢
な

入
荷
と
な
り
、
関
東
産
の
出

始
め
と
重
な
っ
た
こ
と
で
総

体
的
に
出
回
り
量
が
多
く
、

大
型
、
葉
物
、
果
菜
類
の
殆

ど
の
品
目
が
単
価
安
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
年
末
に
か

け
て
豊
富
な
入
荷
量
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。



ひ ろ か だ よ り （2）

　

当
社
第
２
卸
売
場
特
設
会
場
に
於
い
て

11
月
22
日
、
弘
前
市
下
湯
口
の
岩
崎
智
里

さ
ん
が
手
掛
け
た
文
字
絵
り
ん
ご
の
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

縁
起
物
ず
ら
り
会
場
を
彩
る

縁
起
物
ず
ら
り
会
場
を
彩
る

創作文字絵りんご研究発表会創作文字絵りんご研究発表会
　

来
年
の
干
支
「
卯
」
や
縁

起
物
の
七
福
神
、
招
き
猫
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
等
の
絵
柄

が
入
っ
た
73
種
類
３
０
１
点

の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
競
売

で
は
、
ス
タ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ

の
ケ
ー
ス
入
り
３
個
セ
ッ
ト

「
松
竹
梅
に
龍
虎
鷹
」
が
当

日
最
高
値
の
11
万
円
で
取
引

さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
崎
さ
ん
は
競
売
後
「
今

年
は
雨
が
多
く
、
必
要
以
上

に
玉
伸
び
が
進
み
心
配
し
た

半
面
、
着
色
時
期
の
天
候
が

良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
き

さ
、
着
色
と
も
に
上
々
の
仕

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
高
値
を
付
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
、
来
年
の
作
品

制
作
の
励
み
と
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

農
業
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
就
農
し
た
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
紹
介
し
ま
す
。
農
業
の
未
来
を
切
り
開
く
就
農
者
を
弘
果
グ
ル
ー

プ
は
応
援
し
ま
す
。
す
ぐ
る

す
ぐ
る

石
井
　
卓

石
井
　
卓
さ
ん
さ
ん

（39）（39）

農 業 の 未 来 を 拓 く！
新 規 就 農 者

【
園
地
所
在
地
】　

鯵
ヶ
沢
町
小
屋
敷

【
家
族
構
成
】

妻
、
子
供
２
人

【
作
付
状
況
】　

り
ん
ご
1.6
㌶

【
就
農
年
】　

２
０
２
１
年

【
き
っ
か
け
】
郵
便
局

に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
で
何
か
を
生

産
し
て
い
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
、
色
々

と
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

農
作
物
へ
行
き
着
き
、
中

で
も
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
と

に
か
く
行
動
あ
る
の
み
」

と
栽
培
す
る
畑
を
買
い
求

め
ま
し
た
が
、
農
業
経
験

が
無
い
私
に
売
っ
て
も
ら

え
ず
に
途
方
に
暮
れ
ま
し

た
。
し
か
し
諦
め
ず
に
、

自
力
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
栽
培
し
て
い
る

農
園
を
探
し
、
土
日
に
手

伝
い
を
始
め
ま
し
た
。
手

伝
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
も
っ
と
本
格
的

に
農
業
に
携
わ
り
た
い
気

持
ち
が
強
く
、
当
時
は
家

族
の
反
対
も
あ
り
ま
し
た

が
郵
便
局
を
退
職
し
、
こ

の
農
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
り
ん
ご
も
栽
培

し
て
お
り
、
そ
の
作
業
に
係

わ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
こ

と
で
、
り
ん
ご
栽
培
が
と
て

も
楽
し
く
、
や
り
甲
斐
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。そ
の
最
中
、

友
人
の
紹
介
で
り
ん
ご
園
0.6

㌶
購
入
の
話
が
あ
り
、
迷
わ

ず
に
決
断
し
、
こ
れ
を
機
に

独
立
し
て
専
業
農
家
と
な
り

ま
し
た
。

【
現
在
】
0.6
㌶
か
ら
始
ま
り
、

今
年
は
更
に
１
㌶
の
り
ん
ご

園
地
を
借
用
し
て
、
日
々
の

栽
培
・
収
穫
作
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
仕

事
が
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と

は
無
く
、
む
し
ろ
楽
し
い
と

さ
え
思
い
、
状
況
が
気
に

な
っ
て
常
に
畑
に
行
き
た
く

て
仕
方
が
な
い
、
津
軽
弁
で

言
う
「
は
っ
か
め
ぐ
（
良
い

意
味
で
焦
り
興
奮
し
て
い

る
）」自
分
が
居
ま
す
。ま
た
、

人
手
が
要
る
作
業
に
は
、
元

職
場
の
同
僚
や
、
農
家
の
仲

間
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る

こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
り
ん
ご
栽
培

を
軌
道
に
乗
せ
、
自
身
の
農

業
経
営
の
基
盤
構
築
を
行

い
、
当
初
の
目
標
で
あ
る

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽

培
に
取
り
組
む
等
、
将
来
的

に
は
複
合
経
営
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

【
座
右
の
銘
】「『
た
わ
わ
』」

「
大
き
く
育
つ
」「
豊
富
に
実

る
」
と
い
う
意
味
に
通
じ
る

こ
の
言
葉
が
好
き
で
、
自
分

の
商
号
「
た
わ
わ
農
園
」
と

し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

（
農
業
）
も
人
生
も
、
そ
の

成
果
が
「
た
わ
わ
」
に
実
を

付
け
て
、
良
い
収
穫
が
出
来

る
（
納
得
が
い
く
結
果
を
出

せ
る
）
様
に
、
真
摯
に
励
ん

で
い
き
た
い
。

威勢の良い掛け声威勢の良い掛け声
が響く競売の様子が響く競売の様子

　

弘
果
地
場
や
さ
い
連
絡
協
議
会

（
相
馬
義
彦
会
長
）
で
は
11
月
29

日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
宮
城
県

に
お
い
て
県
外
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
会
の
研
修
活
動
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
制
限
及
び
自
粛
等
で
し
ば

ら
く
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
活
動
再
開
に
向
け
会
員
か
ら

の
声
も
あ
り
、
一
層
の
見
識
を
深

め
、
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
行
わ

れ
た
今
回
の
研
修
に
は
16
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
同
県
山
元
町
の
東

北
最
大
級
の
い
ち
ご
農
園
を
訪

れ
、
東
日
本
大
震
災
で
未
曾
有
の

津
波
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復
興

の
象
徴
と
な
っ
た
い
ち
ご
栽
培
現

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

相
馬
会
長
は
今
回
の
研
修
に
つ

い
て
「
震
災
か
ら
の
復
興
、
そ
し

て
苦
難
の
道
を
経
て
現
在
に
至

り
、
６
次
産
業
化
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
総
合
農
園
を
目
指
し

地
場
や
さ
い
連
絡
協
議
会
県
外
研
修

地
場
や
さ
い
連
絡
協
議
会
県
外
研
修

て
い
る
姿
勢
に
感
服
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
一
同
、
そ
れ
ぞ
れ

に
得
る
も
の
が
多
か
っ
た
研
修
で

し
た
」
と
研
修
の
意
義
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

研修に参加した皆さん研修に参加した皆さん

園児がフラワーアレンジメントを体験園児がフラワーアレンジメントを体験

出荷最盛期に向け出荷最盛期に向け

現地検討会開催現地検討会開催

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
の
出
荷
最
盛

期
に
向
け
て
田
舎
館
い
ち
ご
研
究
会
（
花

田
賢
一
会
長
）
は
12
月
５
日
、
現
地
検
討

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
が
出
荷
す
る
い
ち
ご
は
、
平
成
28

年
か
ら
田
舎
館
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
い
ち
姫
」が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
ま
と
い
、「
食
味
」「
品
質
」
に
と
こ

と
ん
こ
だ
わ
っ
て
生
産
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
青
森
県
内
外
へ
「
い
ち
ご
の
産
地

＝
田
舎
館
」「
美
味
し
い
い
ち
ご
＝
田
舎

館
産
」
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、
各
会
員
の

ハ
ウ
ス
を
回
り
生
育
状
況
を
確

認
、
温
度
管
理
や
病
害
虫
の
防
除

等
、
栽
培
環
境
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ッ
ク
の

詰
め
方
や
粒
揃
え
等
、
出
荷
規
格

の
統
一
を
図
る
こ
と
を
各
会
員
が

確
認
し
ま
し
た
。

　

花
田
会
長
は
「
会
員
一
同
が
更

な
る
意
識
向
上
及
び
栽
培
技
術
向

上
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
需
要
期
を
迎
え
、
本
格

的
な
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、

美
味
し
く
高
品
質
な
い
ち
ご
を
提

供
し
て
『
田
舎
館
い
ち
ご
』
ブ
ラ

ン
ド
を
よ
り
一
層
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会員のハウスを回り品質を確認会員のハウスを回り品質を確認

作品を仕上げる園児たち作品を仕上げる園児たち 弘前花き弘前花き
花育活動花育活動

りんご剪定勉強会　開催のお知らせりんご剪定勉強会　開催のお知らせ
弘果りんご連絡協議会

津軽りんご市場連絡協議会
大紅栄

1 月 10 日 （火）　9 時 30 分～
場所 ： 葛西誠氏 園地
講師 ： 三浦修氏、 葛西厚平氏

1 月 12 日 （木）　9 時 30 分～
場所 ： 前田正彦氏 園地
講師 ： 吉村初雄氏、 工藤良和氏

1 月 16 日 （月）　9 時 30 分～
場所 ： ㈲ヤマセ農園　園地
講師 ： 工藤浩政氏、 竹内源三氏

1 月 13 日 （金）　9 時 30 分～
場所 ： 白鳥一成氏　園地
講師 ： 舘山毅氏、 田沢明裕氏、
　　　葛西伸氏

平
賀

1 月 14 日 （土）　9 時 30 分～
場所 ： 須藤房江氏 園地
講師 ： 須藤茂樹氏、 對馬達二氏

高
杉

浪
岡

1 月 13 日 （金）　9 時 30 分～
場所 ： 成田美保子氏 園地
講師 ： 成田淳逸氏、 齋藤力氏
　　　成田毅氏

中
弘

　

弘
前
花
き
で
は
11
月
22

日
、
弘
前
市
元
長
町
に
あ
る

養
生
幼
稚
園
に
て
花
の
体
験

学
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、「
青

森
県
花
の
く
に
づ
く
り
協
議

会
」
の
花
育
体
験
、
園
芸
体

験
の
一
環
で
、
花
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
様
々
な
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
弘
前
花
き
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

オ
ザ
キ
・
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
の
尾
﨑
晴
江
さ
ん

が
講
師
と
な
り
、
27
名
の
園
児
や
先
生
ら
と

と
も
に
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
ガ
ー
ベ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

菊
を
中
心
に
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
み
、

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら
思
い
思

い
の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

養
生
幼
稚
園
の
園
長
齊
藤
弘
子
さ
ん
は

「
今
回
は
家
族
へ
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

え
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
と
て
も
集
中

し
て
花
と
向
き
合
っ
て
お
り
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
個
性
が
輝
く
良
い
体
験
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。こ
う
い
っ
た
体
験
は
と
て
も
貴
重
で
、

花
に
触
れ
る
こ
と
で
心
が
豊
か
に
な
り
、
生

活
の
う
る
お
い
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
花
育
」
活
動
は
幼
稚
園
や
小
学
校

か
ら
老
健
施
設
ま
で
幅
広
く
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
様
々
な
場
所
で
開
催
予
定
で
す
。


